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○じん肺管理区分に基づく就業上の措置（じん肺法第２０条の３，２１条，２２条，２３条）

じん肺管理区分
○じん肺の進展防止のため，粉じんばく露の低減・中止を基本とした措置を講ずるための基本となる医
学的要件であり，次のように定められている。（じん肺法第４条第２項）

じん肺管理区分

管理１

管理２

管理３

管理４

じん肺の所見がないと認められるもの（エックス線写真の像が第１型以上に該当しな
い）

エックス線写真の像が第１型で，じん肺による著しい肺機能の障害がないと認められ
るもの

エックス線写真の像が第２型で，じん肺による著しい肺機能の障害がないと認められ
るもの

エックス線写真の像が第３型又は第４型（大陰影の大きさが一側の肺野の３分の１以
下のものに限る。）で，じん肺による著しい肺機能の障害がないと認められるもの

１　エックス線写真の像が第４型（大陰影の大きさが一側の肺野の３分の１を超えるも
のに限る。）と認められるもの
２　エックス線写真の像が第１型，第２型，第３型又は第４型で（大陰影の大きさが一
側の肺野の３分の１以下のものに限る。）で，じん肺による著しい肺機能の障害がある
と認められるもの

じん肺健康診断の結果

○じん肺管理区分決定の流れ

事業者 
じん肺法による健診実施 

（じん肺法第７条～９条の２） 

いつでも申請することが出来る。 

（じん肺法第１６条） 

労働者 
（常時粉じん作業に従事する

労働者又は労働者であった

者） 

いつでも申請することが出来る。 

（自分で健診を受けた時など） 

（じん肺法第１５条） 

※じん肺所見を認めた場合，エック

ス線写真及びじん肺健康診断の結

果証明書等を都道府県労働局長に

提出 

（じん肺法第１２条） 

※所見がない者は管理１ 

（じん肺法第１３条） 

管理区分決定申請書を都道府県労

働局長に提出 

（エックス線写真及びじん肺健診結果

証明書等を添付） 

（じん肺法第１５条） 

都道府県労働局長 
 地方じん肺診査医の診断又は審査により都

道府県労働局長がじん肺管理区分を決定 

（じん肺法第１３条） 

 
 
 
 事業者及び労働者（申請者）へ通知 

（じん肺法第１４条） 

 

厚生労働大臣 
 中央じん肺診査医の診断又は審査に基づき，

厚生労働大臣が裁決 

（じん肺法第１９条） 

 

管理１ 

管理２ 

管理３イ 

管理３ロ 

管理４ 

管理２又は３で合併症罹患 

○就業上の特別の措置なし 

○療養 

（じん肺法第２３条） 

○粉じんばく露の低減措置の努力義務 

（じん肺法第２０条の３） 

○作業転換の努力義務 

（都道府県労働局長は勧奨可：じん肺法第２１条） 

（転換時→転換手当３０日分：じん肺法第２２条） 
 
○作業転換の義務 

（都道府県労働局長の指示可：じん肺法第２１条）  

（転換時→転換手当６０日分：じん肺法第２２条） 

 
 

勧奨 

指示 

※審査請求 

 行政不服審査法による 

審査請求 

※合併症は，じん肺法施行規則において①肺結核②結核性胸膜炎③続発性気管支炎④続発性気管支拡張症⑤続発性気胸⑥原発性肺がんと定められている。 

※常時粉じん作業に従事するとは，労働者が業務の常態として粉じん作業に引き続い

て従事することをいい，必ずしも労働日の全部について粉じん作業に従事することを要

件としない 
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